
地域密着型金融の取組み

「　　　　ＳＤＧｓ私募債（子育て支援型）」の活用

2023年6月11日、第26回「ぎふしんクリーン作戦（清掃活動）」を開催し
ました。今年も昨年に引き続き、環境省と日本財団が実施する「海ごみゼロ
ウィーク2023」とも連携し、「地域とともにすばらしい明日をつくる」を合言葉
に、岐阜県、愛知県の観光地や文化施設等63ヵ所において当金庫・関連会社
の役職員およびその家族、ボランティア団体、一般の方を含め1,200名以上
の皆さまにご参加いただきました。当金庫は地方創生とSDGsに資する活動
として、今後も継続的に環境保全活動に取組み、サステナブルな地域社会
実現に努めてまいります。

　　　　クリーン作戦

2023年4月、当金庫は、「持続可能な社会の実現」を地域の取引先事業者
さまとともに取組んでいくために、全国の信用金庫で初めてサステナブル
ファイナンスの仕組みを制度化し、取扱いを開始いたしました。「ぎふしん
ポジティブ・インパクト・ファイナンス」は取引先事業者さまのSDGｓへの
取組、「ぎふしんサステナビリティ・リンク・ローン」は取引先事業者さまの
脱炭素への取組を当金庫が資金供給面と取組面で伴走支援するものです。
ご利用先事業者さまと共に「持続可能な社会の実現」に取組んでまいり
ます。

サステナブルファイナンスへの取組み

当金庫は2023年2月より地域の金融リテラシー向上を目的とした教育
プログラム「ぎふしんマネーエデュ」をスタートいたしました。「ぎふしんマネー
エデュ」では学校向け、職域向け、地域向けを対象としたカリキュラムを
体系化しております。開始から53回開催し、約1,600名の皆さまに実施させて
いただきました。今後も、当金庫は経営理念の「豊かな家庭生活実現の
お手伝い」及びSDGｓ目標「４．質の高い教育をみんなに」に直結する
活動に取組み、サステナブルな地域社会実現に向け努めてまいります。

「　　　　マネーエデュ」始動
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2023年度　上半期の業績

※自己資本比率は国内基準による算出です。

（2023年9月末）

預金・貸出金の状況

預金残高は、前年同月比315億円増加し、2兆6,358億円となりました。一方、
貸出金残高は、前年同月比234億円増加し1兆4,501億円となりました。身近な
地元の金融機関として預金をご利用いただくと共に、資金需要に応えてまいります。

事業の概況

健全性

■預金・貸出金の推移
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■預金者別 預金残高の割合

法　人
6,903億円
（26.5％）

（2023年9月末）■貸出先別 貸出金残高の割合

貸出金合計
1兆4,267
億円

個人向け
4,650億円
（32.6％）

事業者向け
8,718億円
（61.1％）

個　人
1兆8,319億円
（70.3％）

（2023年9月末）

総債権
1兆4,404
億円

正常債権
1兆4,030億円

2023年度上半期は、業務純益20億円、
経常利益36億円となりました。金融機関の
本来の業務での収益力を表す指標である
コア業務純益は32億円となりました。経費
削減などにより利益を確保してまいります。

2022年9月期（半期）2021年9月期（半期） 2023年9月期（半期）

［単位：百万円］

損益の状況

経営の安全性を表す指標である自己資本
比率は9.73％となりました。国内基準4％を
大きく上回っている状況です。引き続き、安定
した金融サービスの提供に努めてまいります。

2022年9月末2021年9月末 2023年9月末

［単位：百万円］

自己資本比率の状況

地域金融機関として地域の経済を支える使命を果たしたうえで、不良債権の
低減に努めております。金融再生法ベースでの不良債権残高は6億円減少し、
不良債権比率も0.08ポイント低下し2.51％となりました。

金融再生法開示債権の状況
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◀ 詳細版はホームページをご参照ください
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預金合計
2兆6,358
億円

法　人
7,104億円
（27.0％） 貸出金合計

1兆4,501
億円

個人向け
4,853億円
（33.5％）

事業者向け
8,788億円
（60.6％）

個　人
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総債権
1兆4,646
億円

正常債権
1兆4,278億円

地方公共
団体向け
859億円
（5.9％）

その他
883億円
（3.4％）

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権
47億円

危険債権
315億円

要管理債権
5億円
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1,236,542
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「ぎふしんＳＤＧｓ私募債」の子育て支援型は、お客さまが発行された私募
債の発行額の0.1％相当額を当金庫が指定する地公体等の「子育て事業」に
寄附させていただいております。岐阜市の「不登校児童生徒のための校内
フリースぺース整備事業」に対して、その趣旨に賛同して寄附を行いました。
校内フリースペースは、2023年4月から岐阜市5中学校に設置されており、
当金庫は「ぎふしんＳＤＧｓ私募債（子育て支援型）」の趣旨に賛同された
企業が発行した私募債の発行額の0.1％相当額を活用して各学校が希望
する備品を寄附させていただきました。今後も、多様性を重視した個性を育む
新たな学びの場の提供事業を後押し、誰ひとり取り残されない持続可能な
地域社会の実現に取組んでまいります。

2023年6月19日、当金庫とお取引先若手経営者で組織する「ぎふしん
青年重役会」との共催により「しんきんの日合同講演会」を開催しました。
講師にジャーナリスト・名城大学教授・東京工業大学特命教授・東京大学
客員教授の池上彰氏を迎え、「ニュースから世界を見る」と題して、ロシア・
ウクライナ問題をはじめとする世界情勢の動向、物価高騰と円安等の経済
状況の変化、アフターコロナの展望などを説得力ある語り口で解説頂き
ました。今後も継続して会員をサポートしてまいります。

　　　　青年重役会との合同講演会の開催




